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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体筐体と、
　ドラムカートリッジであって、
　　軸方向に延びる第１軸について回転可能な感光体ドラムと、
　　前記軸方向に離間した第１端部と第２端部を有し、前記感光体ドラムを回転可能に支
持するフレームと、
　　前記フレームの前記第１端部に位置する第１ハンドルと、を有するドラムカートリッ
ジと、
　現像カートリッジであって、
　　前記軸方向に延びる第２軸について回転可能な現像ローラと、
　　トナーを収容可能で、且つ、前記軸方向に離間した第１端部と第２端部を有し、前記
現像ローラを回転可能に支持する現像筐体と、
　　前記現像筐体の前記第１端部に位置する第２ハンドルと、を有する現像カートリッジ
と、を備え、
　前記本体筐体は、
　　前記軸方向における第１端面と、
　　前記軸方向において前記第１端面とは反対側の第２端面と、
　　前記第１端面から前記第２端面に向けて延びるスロットであり、前記軸方向に前記ド
ラムカートリッジが挿入されることを許容し、且つ、前記軸方向に前記現像カートリッジ



(2) JP 6950655 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

が取り外されることを許容するスロットと、を有し、
　前記ドラムカートリッジおよび前記現像カートリッジが前記本体筐体に装着された状態
において、前記ドラムカートリッジの前記フレームの前記第１端部と、前記現像筐体の前
記第１端部とは、前記本体筐体の前記第１端面に近接し、
　前記ドラムカートリッジおよび前記現像カートリッジが前記本体筐体に装着された状態
において、前記第２ハンドルは、前記軸方向において、前記第１ハンドルよりも前記第２
端面から遠くまで延びることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記第1端面に位置し、且つ、前記スロットを覆わない開位置と、前記スロットを覆う
閉位置との間で移動可能なカバーをさらに備え、
　　前記ドラムカートリッジおよび前記現像カートリッジが前記本体筐体に装着され、前
記カバーが前記開位置に位置する状態において、前記第２ハンドルは、前記軸方向におい
て、前記第１ハンドルよりも前記第２端面から遠くまで延びることを特徴とする請求項１
に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第１ハンドルは、第１端壁を有し、前記第２ハンドルは、第２端壁を有し、
　前記第２端壁は、前記軸方向において、前記第１端壁よりも前記第２端面から遠くに位
置することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、着脱可能なドラムカートリッジおよび現像カートリッジを備える画像形成装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、本体筐体に対してドラムカートリッジおよび現像カートリッジを、感光体ドラム
の回転軸に沿った方向である軸方向に着脱可能な画像形成装置が知られている（特許文献
１参照）。この技術では、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジは、それぞれ本体
筐体に対して個別に着脱可能となっている。各カートリッジの軸方向端部の側面には、使
用者によって掴むことが可能なハンドルが設けられている。使用者は、ハンドルを指で挟
持して各カートリッジを引き出すことが可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－７２６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが、本体筐体に対して軸方向に
個別に着脱可能な場合、現像カートリッジは、ドラムカートリッジに比べて交換頻度が高
い。交換頻度の高い現像カートリッジは、簡易かつ容易に取り出せることが求められる。
【０００５】
　そこで、本開示は、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが、本体筐体に対して
軸方向に着脱可能な場合に、本体筐体からドラムカートリッジよりも現像カートリッジを
先に取り出しやすい画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の課題を解決するため、本発明に係る画像形成装置は、ドラムカートリッジと、現
像カートリッジと、本体筐体と、を備える。ドラムカートリッジは、軸方向に延びる第１
軸について回転可能な感光体ドラムと、感光体ドラムを回転可能に支持するフレームと、
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軸方向におけるフレームの外表面に位置する第１ハンドルと、を有する。現像カートリッ
ジは、軸方向に延びる第２軸について回転可能な現像ローラと、トナーを収容可能な現像
筐体と、軸方向における現像筐体の外表面に位置する第２ハンドルと、を有する。本体筐
体は、軸方向における第１端面と、軸方向において第１端面と向かい合う第２端面と、ス
ロットを有する。スロットは、第１端面から第２端面に向けて延び、軸方向にドラムカー
トリッジが着脱されることを許容し、且つ、軸方向に現像カートリッジが着脱されること
を許容する。ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが本体筐体に装着された状態に
おいて、第１ハンドルと第２ハンドルは、スロットから露出される。ドラムカートリッジ
および現像カートリッジが本体筐体に装着された状態において、第２ハンドルは、軸方向
において、第１ハンドルよりも第２端面から遠くに位置する。
【０００７】
　この構成によれば、本体筐体からドラムカートリッジよりも現像カートリッジを先に取
り出しやすい。このため、交換頻度の高い現像カートリッジは、簡易かつ容易に着脱でき
る。
【０００８】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルの少なくとも一部と、第２ハンドルの少
なくとも一部とは、軸方向に並んでいる構成としてもよい。
【０００９】
　これによれば、現像カートリッジを、ドラムカートリッジよりに先に取り出すことを使
用者に促すことができる。
【００１０】
　前記した画像形成装置において、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが本体筐
体に装着された状態において、第２ハンドルが、本体筐体から軸方向に引き出される場合
、現像カートリッジのみが本体筐体から取り出され、ドラムカートリッジおよび現像カー
トリッジが本体筐体に装着された状態において、第１ハンドルが、本体筐体から軸方向に
引き出される場合、第１ハンドルが第２ハンドルと接触する構成としてもよい。
【００１１】
　これによれば、現像カートリッジを、ドラムカートリッジよりに先に取り出すことを使
用者に促すことができる。
【００１２】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルが、本体筐体から軸方向に引き出される
場合、第１ハンドルが第２ハンドルと接触して、ドラムカートリッジが、本体筐体から軸
方向に引き出されると共に、現像カートリッジも本体筐体から軸方向に引き出される構成
としてもよい。
【００１３】
　これによれば、第１ハンドルを引き出せば、ドラムカートリッジと現像カートリッジを
両方とも本体筐体から引き出すことができる。
【００１４】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルの一部と、第２ハンドルの一部とは、軸
方向に並んでいる構成としてもよい。
【００１５】
　これによれば、現像カートリッジを、ドラムカートリッジよりに先に取り出すことを使
用者に促すことができる。
【００１６】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルは、使用者の指が引っかけられることを
許容する第１開口を有し、第１開口は、少なくとも、第１軸と第２軸が並ぶ方向の第１軸
側に開口している構成としてもよい。
【００１７】
　これによれば、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが本体筐体に装着されてい
る状態であっても、現像カートリッジが邪魔にならず、使用者は、第１開口に指をひっか
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けやすい。
【００１８】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルの全ては、第２ハンドルの少なくとも一
部と、軸方向に並んでいる構成としてもよい。
【００１９】
　これによれば、現像カートリッジを、ドラムカートリッジよりに先に取り出すことを使
用者に促すことができる。
【００２０】
　前記画像形成装置において、第１ハンドルは、使用者の指が引っかけられることを許容
する第１開口を有し、第１開口は、第１軸と第２軸が並ぶ方向の第２軸側に開口している
構成としてもよい。
【００２１】
　これによれば、第１ハンドルの第１開口が現像カートリッジ側に開口しているので、現
像カートリッジを取り出した後は、ユーザは第１開口に指を入れやすい。
【００２２】
　前記した画像形成装置において、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが本体筐
体に装着された状態において、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジの上方に位置
する中間転写ベルトであって、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが本体筐体に
装着された状態において、感光体ドラムの表面が接触する中間転写ベルトをさらに備える
構成としてもよい。
【００２３】
　前記した画像形成装置において、中間転写ベルトの上方に位置し、シートが排出される
排出部を備える構成としてもよい。
【００２４】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルは、使用者の指が引っかけられることを
許容する第１開口を有し、ドラムカートリッジが本体筐体に装着された状態において、第
１開口は、少なくとも上方に開口している構成としてもよい。
【００２５】
　これによれば、第１開口が上方に開口しているので、使用者の指が第１ハンドルに引っ
かけられた場合に、ドラムカートリッジが上方へ押されてしまうことを抑制することがで
きる。このため、感光体ドラムが中間転写ベルトに接触することを抑制することができる
。
【００２６】
　前記した画像形成装置において、第１ハンドルは、使用者の指が引っかけられることを
許容する第１開口を有し、ドラムカートリッジが本体筐体に装着された状態において、第
１開口は、下方に開口していない構成としてもよい。
【００２７】
　これによれば、第１開口が下方に開口していないので、使用者が指を第１ハンドルの下
方から引っ掛けることを抑制することができる。このため、ドラムカートリッジが上方へ
押されながら引き出されることを抑制することができる。このため、ドラムカートリッジ
を取り出すときに、感光体ドラムが中間転写ベルトに接触することを抑制することができ
る。
【発明の効果】
【００２８】
　本開示によれば、ドラムカートリッジおよび現像カートリッジが、本体筐体に対して軸
方向に着脱可能な場合、本体筐体からドラムカートリッジよりも現像カートリッジを先に
取り出しやすい。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本開示の第１実施形態における画像形成装置の概略構成を示す図である。
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【図２】カバーを開けた状態の本体筐体を示す斜視図である。
【図３】第１実施形態における現像カートリッジとドラムカートリッジを示す斜視図であ
る。
【図４】第１実施形態における本体筐体内に装着したドラムカートリッジと現像カートリ
ッジを上から見た図である。
【図５】第１実施形態におけるドラムカートリッジと現像カートリッジが本体筐体に装着
された状態をカバー側から見た図である。
【図６】第１実施形態において、現像カートリッジを引き出す様子を示す図（ａ）と、ド
ラムカートリッジを引き出す様子を示す図（ｂ）である。
【図７】第２実施形態における本体筐体内に装着したドラムカートリッジと現像カートリ
ッジを上から見た図である。
【図８】第２実施形態におけるドラムカートリッジと現像カートリッジが本体筐体に装着
された状態をカバー側から見た図である。
【図９】第２実施形態において、現像カートリッジを引き出す様子を示す図である。
【図１０】第３実施形態におけるドラムカートリッジを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　次に、本発明の第１実施形態について、適宜図面を参照しながら詳細に説明する。
　図１に示すように、画像形成装置１は、カラープリンタである。画像形成装置１は、本
体筐体２と、供給部３と、画像形成部４と、排出ローラ９と、を備える。供給部３は、画
像形成部４にシートＳを供給する。画像形成部４は、シートＳに画像を形成する。排出ロ
ーラ９は、シートＳを排出する。
【００３１】
　本体筐体２は、上部に排出部２０を有する。シートＳは、排出部２０に排出される。排
出部２０は、後述する中間転写ベルト６３の上方に位置する。
【００３２】
　供給部３は、本体筐体２内の下部に位置する。供給部３は、供給トレイ３１と、供給機
構３２と、を備える。供給トレイ３１は、本体筐体２に着脱可能である。供給機構３２は
、シートＳを供給トレイ３１から画像形成部４に搬送する。
【００３３】
　画像形成部４は、ドラムカートリッジ４０と、現像カートリッジ５０と、露光装置ＳＵ
と、転写ユニット６０と、定着ユニット７０と、を備える。ドラムカートリッジ４０およ
び現像カートリッジ５０は、トナーの色の数に対応して複数配置されている。本実施形態
では、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０は、４つ並んで配置されてい
る。
【００３４】
　各ドラムカートリッジ４０は、感光体ドラム４１と、フレーム４２と、図示せぬ帯電器
と、を有する。感光体ドラム４１は、軸方向に延びる第１軸Ｘ１について回転可能である
。４つの感光体ドラム４１は、軸方向および上下方向に直交する直交方向（以下の説明で
は単に「直交方向」という。）に並んでいる。フレーム４２は、感光体ドラム４１を回転
可能に支持している。各ドラムカートリッジ４０は、それぞれ独立して、本体筐体２に対
して軸方向に着脱可能となっている。また、図３に示すように、フレーム４２は、スリッ
ト４７を有する。スリット４７は、フレーム４２を貫通する。なお、後述する露光装置Ｓ
Ｕから出射されたレーザ光が、スリット４７を通って、感光体ドラム４１の表面に出射さ
れる。
【００３５】
　図１に戻り、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２に装着
された状態において、ドラムカートリッジ４０は、直交方向において、現像カートリッジ
５０と並んでいる。
【００３６】
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　各現像カートリッジ５０は、それぞれ異なる色のトナーを収容している。各現像カート
リッジ５０は、現像ローラ５１と、現像筐体５２と、を有している。現像ローラ５１は、
軸方向に延びる第２軸Ｘ２について回転可能である。現像筐体５２は、トナーを収容して
いる。４つの現像ローラ５１は、直交方向に並んでいる。現像カートリッジ５０は、それ
ぞれ独立して、本体筐体２に対して軸方向に着脱可能となっている。
【００３７】
　露光装置ＳＵは、各ドラムカートリッジ４０の下に位置する。露光装置ＳＵは、図示せ
ぬレーザ光を各感光体ドラム４１に出射する。
【００３８】
　転写ユニット６０は、４つの感光体ドラム４１と排出部２０との間に位置する。転写ユ
ニット６０は、駆動ローラ６１と、従動ローラ６２と、中間転写ベルト６３と、４つの１
次転写ローラ６４と、２次転写ローラ６５と、を備える。
【００３９】
　中間転写ベルト６３は、無端状のベルトである。中間転写ベルト６３は、ドラムカート
リッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２に装着された状態において、ドラム
カートリッジ４０および現像カートリッジ５０の上方に位置する。中間転写ベルト６３は
、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２に装着された状態に
おいて、感光体ドラム４１の表面が接触する。中間転写ベルト６３は、駆動ローラ６１お
よび従動ローラ６２の間に張設されている。
【００４０】
　１次転写ローラ６４は、中間転写ベルト６３の内側に位置する。１次転写ローラ６４は
、感光体ドラム４１との間で中間転写ベルト６３を挟む。
【００４１】
　２次転写ローラ６５は、中間転写ベルト６３の外側に位置する。２次転写ローラ６５は
、駆動ローラ６１との間で中間転写ベルト６３を挟む。
【００４２】
　定着ユニット７０は、中間転写ベルト６３の上方に位置する。定着ユニット７０は、加
熱ローラ７１と、加圧ローラ７２と、を備える。加圧ローラ７２は、加熱ローラ７１に押
圧される。
【００４３】
　画像形成部４では、まず、感光体ドラム４１の表面が、帯電器で帯電される。その後、
露光装置ＳＵが、感光体ドラム４１の表面を露光する。これにより、感光体ドラム４１上
に静電潜像が形成される。
【００４４】
　次いで、現像ローラ５１が、感光体ドラム４１上の静電潜像にトナーを供給する。これ
により、感光体ドラム４１上にトナー像が形成される。そして、感光体ドラム４１上のト
ナー像は、中間転写ベルト６３上に転写される。
【００４５】
　シートＳが中間転写ベルト６３と２次転写ローラ６５の間を通過するときに、中間転写
ベルト６３上のトナー像は、シートＳ上に転写される。その後、シートＳ上のトナー像は
、定着ユニット７０で定着される。次いで、シートＳは、排出ローラ９によって排出部２
０に排出される。
【００４６】
　図２に示すように、本体筐体２は、第１端面２１と、第２端面２２と、スロット２３と
、カバー２４と、を有している。
【００４７】
　第１端面２１は、本体筐体２の軸方向における一方側の端部に位置する面である。第２
端面２２は、本体筐体２の軸方向における他方側の端部に位置する面である。第２端面２
２は、軸方向において第１端面２１と向かい合う面である。
【００４８】
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　スロット２３は、第１端面２１から第２端面２２に向けて延びている。スロット２３は
、軸方向にドラムカートリッジ４０が着脱されることを許容し、且つ、軸方向に現像カー
トリッジ５０が着脱されることを許容する。スロット２３は、ドラムカートリッジ４０お
よび現像カートリッジを着脱するための開口２３Ａを有している。
【００４９】
　カバー２４は、スロット２３の開口２３Ａを開閉するための部材である。
【００５０】
　図３に示すように、ドラムカートリッジ４０は、第１ハンドル４３Ａを有している。第
１ハンドル４３Ａは、軸方向におけるフレーム４２の外表面に位置している。第１ハンド
ル４３Ａは、矩形の板形状を有している。第１ハンドル４３Ａは、フレーム４２の軸方向
における外表面から、所定距離離れて位置している。なお、ドラムカートリッジ４０は、
さらに、第１連結部４３Ｂを有する。第１連結部４３Ｂは、フレーム４２の軸方向におけ
る外表面と第１ハンドル４３Ａの一端部とを連結している。
【００５１】
　第１ハンドル４３Ａは、第１開口４５を有している。第１開口４５は、フレーム４２の
軸方向における外表面と第１ハンドル４３Ａとの間に位置する開口である。第１開口４５
は、少なくとも、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向Ｄ１（図５参照）の第１軸Ｘ１側に
開口している。本実施形態では、第１開口４５は、３つの方向に開口している。具体的に
は、第１開口４５は、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向Ｄ１の第１軸Ｘ１側（第１開口
４５Ａ）および第２軸Ｘ２側（第１開口４５Ｂ）と、下方の３つの方向（第１開口４５Ｃ
）に開口している。
【００５２】
　第１開口４５は、使用者の指が引っかけられることを許容する。使用者は、第１開口４
５から指を入れて、第１ハンドル４３Ａを引っ張ることで、ドラムカートリッジ４０を本
体筐体２から引き出すことができるようになっている。
【００５３】
　現像カートリッジ５０は、第２ハンドル５３Ａを有している。第２ハンドル５３Ａは、
軸方向における現像筐体５２の外表面に位置している。第２ハンドル５３Ａは、矩形の板
形状を有している。第２ハンドル５３Ａは、現像筐体５２の軸方向における外表面から所
定距離離れて位置している。なお、現像カートリッジ５０は、さらに、第２連結部５３Ｂ
を有する。第２連結部５３Ｂは、現像筐体５２の軸方向における外表面と第２ハンドル５
３Ａの一端部とを連結している。
【００５４】
　第２ハンドル５３Ａは、第２開口５５を有している。第２開口５５は、現像筐体５２の
軸方向における外表面と第２ハンドル５３Ａとの間に位置する開口である。本実施形態で
は、第２開口５５は、３つの方向に開口している。具体的には、第２開口５５は、第１軸
Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向Ｄ１の第１軸Ｘ１側（第２開口５５Ａ）および第２軸Ｘ２側
（第２開口５５Ｂ）と、下方（第２開口５５Ｃ）の３つの方向に開口している。
【００５５】
　第２開口５５は、使用者の指が引っかけられることを許容する。使用者は、第２開口５
５から指を入れて、第２ハンドル５３Ａを引っ張ることで、現像カートリッジ５０を本体
筐体２から引き出すことができるようになっている。
【００５６】
　図４に示すように、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２
に装着された状態において、第１ハンドル４３Ａと第２ハンドル５３Ａは、スロット２３
から露出されている。また、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体
筐体２に装着された状態において、第２ハンドル５３Ａは、軸方向において、第１ハンド
ル４３Ａよりも第２端面２２から遠くに位置している。第１ハンドル４３Ａの少なくとも
一部と、第２ハンドル５３Ａの少なくとも一部とは、軸方向に並んでいる。図５に示すよ
うに、第１ハンドル４３Ａの一部と、第２ハンドル５３Ａの一部とは、軸方向から見て重
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なっている。
【００５７】
　次に、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０の着脱方法について説明す
る。
【００５８】
　図４に示すように、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２
に装着された状態において、カバー２４を開けると、第１ハンドル４３Ａと第２ハンドル
５３Ａは、スロット２３から露出される。
【００５９】
　現像カートリッジ５０を本体筐体２から取り外す場合には、使用者は、図６（ａ）に示
すように、第２開口５５に指を入れて、現像カートリッジ５０の第２ハンドル５３Ａを引
っ張る。すると、ドラムカートリッジ４０が取り出されず、現像カートリッジ５０のみが
本体筐体２から取り出される。
　このようにして、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２に
装着された状態において、第２ハンドル５３Ａが、本体筐体２から軸方向に引き出される
場合、現像カートリッジ５０のみが本体筐体２から取り出される。
【００６０】
　ドラムカートリッジ４０を本体筐体２から取り外す場合には、使用者は、図６（ｂ）に
示すように、第１開口４５に指を入れて、ドラムカートリッジ４０の第１ハンドル４３Ａ
を引っ張る。すると、第１ハンドル４３Ａが第２ハンドル５３Ａと接触する。第１ハンド
ル４３Ａが第２ハンドル５３Ａと接触してから、さらに使用者が第１ハンドル４３Ａを引
っ張ると、第１ハンドル４３Ａが第２ハンドル５３Ａを押すので、ドラムカートリッジ４
０と共に現像カートリッジ５０が本体筐体２から引き出される。
　このようにして、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５０が本体筐体２に
装着された状態において、第１ハンドル４３Ａが、本体筐体２から軸方向に引き出される
場合、第１ハンドル４３Ａが第２ハンドル５３Ａと接触する。そして、第１ハンドル４３
Ａが第２ハンドル５３Ａと接触すると、ドラムカートリッジ４０が、本体筐体２から軸方
向に引き出されると共に、現像カートリッジ５０も本体筐体２から軸方向に引き出される
。
【００６１】
　ドラムカートリッジ４０と現像カートリッジ５０を本体筐体２に装着する場合には、ド
ラムカートリッジ４０を先に本体筐体２に挿入するとよい。
【００６２】
　以上のように説明した、画像形成装置１によれば、ドラムカートリッジ４０および現像
カートリッジ５０が本体筐体２に装着された状態において、第２ハンドル５３Ａは、軸方
向において、第１ハンドル４３Ａよりも第２端面２２から遠くに位置する。このため、本
体筐体２からドラムカートリッジ４０よりも現像カートリッジ５０を先に取り出しやすい
。
【００６３】
　また、第１ハンドル４３Ａの少なくとも一部と、第２ハンドル５３Ａの少なくとも一部
とは、軸方向に並んでいる。そして、ドラムカートリッジ４０および現像カートリッジ５
０が本体筐体２に装着された状態において、第２ハンドル５３Ａが、本体筐体２から軸方
向に引き出される場合、現像カートリッジ５０のみが本体筐体２から取り出される。また
、第１ハンドル４３Ａが、本体筐体２から軸方向に引き出される場合、第１ハンドル４３
Ａが第２ハンドル５３Ａと接触する。このため、現像カートリッジ５０を、ドラムカート
リッジ４０より先に取り出すことを、使用者に促すことができる。
【００６４】
　また、第１ハンドル４３Ａが、本体筐体２から軸方向に引き出される場合、第１ハンド
ル４３Ａが第２ハンドル５３Ａと接触して、ドラムカートリッジ４０が、本体筐体２から
軸方向に引き出されると共に、現像カートリッジ５０も本体筐体２から軸方向に引き出さ
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れる。このため、第１ハンドル４３Ａを引き出せば、ドラムカートリッジ４０と現像カー
トリッジ５０を両方とも本体筐体２から引き出すことができる。
【００６５】
　また、第１ハンドル４３Ａは、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向Ｄ１の第１軸Ｘ１側
に開口する第１開口４５を有する。このため、ドラムカートリッジ４０および現像カート
リッジ５０が本体筐体２に装着されている状態であっても、現像カートリッジ５０が邪魔
にならず、使用者は、第１開口４５に指をひっかけやすい。
【００６６】
　次に、本開示の第２実施形態について説明する。以下の説明においては、第１実施形態
と略同様の構造となる部材には同一の符号を付し、その説明は省略する。
【００６７】
　図７、図８に示すように、第２実施形態におけるドラムカートリッジ１４０は、第１ハ
ンドル１４３Ａを有している。第１ハンドル１４３Ａは、フレーム４２の軸方向における
外表面から、所定距離離れて位置している。なお、ドラムカートリッジ１４０は、さらに
、第１連結部１４３Ｂを有する。第１連結部１４３Ｂは、フレーム４２の軸方向における
外表面と第１ハンドル１４３Ａを連結している。第１連結部１４３Ｂは、第１ハンドル１
４３Ａの一端部とフレーム４２の軸方向における外表面を連結している。また、第１連結
部１４３Ｂは、第１ハンドル１４３Ａの他端部とフレーム４２の軸方向における外表面と
を連結している。
【００６８】
　現像カートリッジ１５０は、第２ハンドル１５３Ａを有している。第２ハンドル１５３
Ａは、現像筐体５２の軸方向における外表面から、所定距離離れて位置している。なお、
現像カートリッジ１５０は、さらに、第２連結部１５３Ｂを有する。第２連結部１５３Ｂ
は、現像筐体５２の軸方向における外表面と第２ハンドル１５３Ａの一端部を連結してい
る。
【００６９】
　第１ハンドル１４３Ａの全ては、第２ハンドル１５３Ａの少なくとも一部と、軸方向に
並んでいる。カバー２４側（軸方向の一端側）から見ると、第１ハンドル１４３Ａの全て
は、第２ハンドル１５３Ａの少なくとも一部と重なっている。
【００７０】
　第１ハンドル１４３Ａは、第１開口１４５を有している。第１開口１４５は、使用者の
指が引っかけられることを許容する。第１開口１４５は、２つの方向に開口している。具
体的には、第１開口１４５は、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向Ｄ１の第１軸Ｘ１側（
第１開口１４５Ａ）と第２軸Ｘ２側（第１開口１４５Ｂ）に開口している。
【００７１】
　現像カートリッジ１５０のみを本体筐体２から取り外す場合には、使用者は、図９に示
すように、第２開口１５５から指を入れて、現像カートリッジ１５０の第２ハンドル１５
３Ａを引っ張る。すると、ドラムカートリッジ１４０が取り出されず、現像カートリッジ
１５０のみが本体筐体２から取り出される。
【００７２】
　一方、図８に示すように、ドラムカートリッジ１４０を本体筐体２から取り外そうとし
ても、ユーザは、第１ハンドル１４３Ａが見えないため、ドラムカートリッジ１４０より
も、現像カートリッジ１５０を先に取り外すことになる。
【００７３】
　以上に説明した第２実施形態によれば、現像カートリッジ１５０を、ドラムカートリッ
ジ１４０より先に取り出すことを、使用者に促すことができる。
【００７４】
　また、第１ハンドル１４３Ａは、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向Ｄ１の第２軸Ｘ２
側に開口する第１開口１４５を有している。すなわち、この第１開口１４５は、現像カー
トリッジ１５０側に開口しているので、現像カートリッジ１５０を取り出した後は、ユー
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ザは指を入れやすい。
【００７５】
　次に、本開示の第３実施形態について説明する。以下の説明においては、第１実施形態
と略同様の構造となる部材には同一の符号を付し、その説明は省略する。
【００７６】
　図１０に示すように、第３実施形態におけるドラムカートリッジ２４０は、第１ハンド
ル２４３Ａを有している。第１ハンドル２４３Ａは、フレーム４２の軸方向における外表
面から、所定距離離れて位置している。なお、ドラムカートリッジ２４０は、さらに、第
１連結部２４３Ｂを有する。第１連結部２４３Ｂは、フレーム４２の軸方向における外表
面と第１ハンドル２４３Ａの一端部を連結している。
【００７７】
　第１ハンドル２４３Ａは、第１開口２４５を有する。第１開口２４５は、フレーム４２
の軸方向における外表面と第１ハンドル２４３Ａとの間に位置する。ドラムカートリッジ
２４０が本体筐体２に装着された状態において、第１開口２４５は、少なくとも上方に開
口している。そして、ドラムカートリッジ２４０が本体筐体２に装着された状態において
、第１開口２４５は、下方に開口していない。具体的には、第１開口２４５は、３つの方
向に開口している。具体的には、第１開口２４５は、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２が並ぶ方向
Ｄ１の第１軸Ｘ１側（第１開口２４５Ａ）および第２軸Ｘ２側（第１開口２４５Ｂ）と、
上方の３つの方向（第１開口２４５Ｃ）に開口している。
【００７８】
　ドラムカートリッジ２４０によれば、第１開口２４５が上方に開口し、下方に開口して
いないので、使用者の指が第１ハンドル２４３Ａに引っかけられた場合に、ドラムカート
リッジ４０が上方へ押されてしまうことを抑制することができる。このため、感光体ドラ
ム４１と中間転写ベルト６３と接触することを抑制することができる。
【００７９】
　上述の各実施形態では、第１ハンドルと第２ハンドルを構成する把持部と連結部が矩形
の板形状を有していたが、各把持部と各連結部は矩形でなくともよく、板形状でなくとも
よい。
【００８０】
　上述の各実施形態では、画像形成装置１がカラープリンタであったが、本発明はこれに
限定されず、その他の画像形成装置、例えばモノクロのプリンタ、複写機、複合機などに
本発明を適用してもよい。
【００８１】
　上述した実施形態および変形例で説明した各要素を、任意に組み合わせて実施してもよ
い。
【符号の説明】
【００８２】
　１　　　画像形成装置
　２　　　本体筐体
　２０　　排出部
　２１　　第１端面
　２２　　第２端面
　２３　　スロット
　２４　　カバー
　４０　　ドラムカートリッジ
　４１　　感光体ドラム
　４２　　フレーム
　４３Ａ　第１ハンドル
　４５　　第１開口
　５０　　現像カートリッジ
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　５１　　現像ローラ
　５２　　現像筐体
　５３Ａ　第２ハンドル
　５５　　第２開口
　６３　　中間転写ベルト
　Ｘ１　　第１軸
　Ｘ２　　第２軸

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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